
（様式１）

今治東中等教育学校
　学校番号(　50　）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策
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グラデュエーション・ポリシーに沿って生徒が
成長していると感じる教職員の割合７割以上

クラウドサービスを活用して自学自習の習慣化
を図るといったＩＣＴの長所を生かした工夫等
により、基礎期(1･2年)90分以上、充実期(3･4
年)120分以上、発展期(5･6年)180分以上の学習
時間確保者60％以上を目指します。
Ａ：60％以上　　Ｂ：59％～55％
Ｃ：54％～50％　Ｄ：49％～45％
Ｅ：45％未満
分かる授業を心掛け、週末課題を工夫すること
により、全国学力・学習状況調査（３年生）で
の正答率70％以上を目指します。
Ａ：70％以上　　Ｂ：69％～65％
Ｃ：64％～60％　Ｄ：59％～50％
Ｅ：50％未満
過去の進路情報を十分に活用し、進学、就職と
もに進路実現率100％を目指します。
Ａ：100％　　　 Ｂ：99％～97％
Ｃ：96％～95％　Ｄ：94％～93％
Ｅ：93％未満
早期から個別指導を充実させ、国公立大学合格
者数25名以上を目指します。
Ａ：25人以上　　Ｂ：24人～20人
Ｃ：19人～15人　Ｄ：14人～10人
Ｅ： 9人以下
朝読書を有効に活用し、図書の貸出冊数を増や
し、年間読書冊数、一人平均10冊以上を目指し
ます。
Ａ：10冊以上　　Ｂ：9冊～8冊　Ｃ：7冊～6冊
Ｄ：5冊～4冊　　Ｅ：3冊以下
県高文祭に出場する生徒45名以上を目指しま
す。
Ａ：45人以上　　Ｂ：44人～40人
Ｃ：39人～35人　Ｄ：34人～30人　Ｅ：29人以
下
四国選手権に出場する生徒後期課程７部門以
上、県総体に出場する生徒前期課程５部門以上
を目指します。
Ａ：後期７部門以上　前期５部門以上
Ｂ：前後期合計　目標-2部門まで
Ｃ：前後期合計　目標-4部門まで
Ｄ：前後期合計　目標-6部門まで
Ｅ：前後期合計　目標-7部門以下
全国大会に出場する生徒、前期課程３部門以
上、後期課程５部門以上を目指します。
Ａ：前期３部門以上　後期５部門以上
Ｂ：前後期合計　目標-1部門まで
Ｃ：前後期合計　目標-2部門まで
Ｄ：前後期合計　目標-3部門まで
Ｅ：前後期合計　目標-4部門以下
運動会・青藍祭（文化祭）など、学校行事に積
極的に参加し、楽しめる生徒100％を目指しま
す。
Ａ：100％　　　 Ｂ：99％～90％
Ｃ：89％～80％　Ｄ：79％～75％　Ｅ：75％未
満
自身による健康管理とともに、学校生活への目
的意識の向上を図り、年間30日以上欠席の長期
欠席者の改善を目指します。また、生活習慣の
乱れによる遅刻などをなくしていきます。
いじめの早期発見・早期解決を図り、いじめ問
題未解決ゼロを目指します。
各種英語検定に積極的に取り組ませ、実用英語
検定等において、前期課程ではＣＥＦＲ　Ａ１
以上30名、後期課程ではＣＥＦＲ　Ｂ１以上20
名を目指します。
Ａ：前期30名以上　後期20名以上
Ｂ：前後期合計　目標 -5名まで
Ｃ：前後期合計　目標-15名まで
Ｄ：前後期合計　目標-20名まで
Ｅ：前後期合計　目標-21名以下
漢字検定に積極的に取り組ませ、漢字検定合格
者数を前期課程では３級で受験者の80％以上、
後期課程では２級で受験者の70％以上を目指し
ます。
Ａ：前期80％以上　後期70％以上
Ｂ：前後期平均　目標  -5％まで
Ｃ：前後期平均　目標 -10％まで
Ｄ：前後期平均　目標 -15％まで
Ｅ：前後期平均　目標 -15％未満
国際理解セミナー、スピーチコンテスト、英語
セミナー、などの英語イベントに参加した生徒
の満足度100％を目指します。
Ａ：100％　　　 Ｂ：99％～90％
Ｃ：89％～80％　Ｄ：79％～75％　Ｅ：75％未
満
行事・会議等の精選、業務の効率化、過重労働
の防止など、働き方改革を進めます。
衛生委員会や健康相談、管理職面談等を通じ、
教職員の疲労や心理的負担を把握し、軽減を図
ります。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

目標の達成状況評価項目
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学習習慣の確立と基礎学力の定着

進路指導の充実と進路目標の実現

望ましい集団作りの推進

グラデュエーション・ポリシーの
達成

特別活動の充実と連帯感・
自己有用感の育成

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
推
進

部活動の充実と豊かな心の育成

自　　　己　　　評　　　価　　　表

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

○自分の個性（好きなこと、得意なこと、優れていること）を知り、努力して伸ばそうとする人を
育てます。
○グローバル社会を生きるために必要な人権感覚を持ち、自分と他の人を共に認め、共によりよい
社会を築こうとする人を育てます。
○持続可能な社会づくりに貢献するために、必要な学力や教養を身に付けた、行動力や創造性を
持った人を育てます。

○前期課程（中等部）では、習熟度別講座での学習により、基礎学力の定着を図ります。また、
「総合的な学習の時間」等での多様な体験を通して、卒業後のビジョンを持たせます。
○後期課程（高等部）には、「文理コース」と「スポーツコース」を設置します。「文理コース」
には「ヒューマニティーズ類型（文科系）」と「サイエンス類型（理科系）」を、「スポーツコー
ス」には「アスリート類型」と「スポーツマネジメント類型」を設けて、より専門的な学習を行う
ことで、卒業後のビジョンの実現を図ります。
○３年生（中３生）と４年生（高１生）が合同で行う「総合的な学習/探究の時間」等の専門的で
継続的なプログラムによって、生徒の個性を伸ばします。
○前期課程から大学や官公庁、企業、ＮＰＯ等と提携した活動に参加することによって、専門的で
体験的な学習を推進し、身に付けた知識を行動につなげる力を養います。
○各種コンテストやコンクールへの参加、検定や資格取得を奨励し、持続可能な社会づくりに生か
すことができる行動力や創造性を培います。
○幅広い年齢層の生徒が共に活動する学校行事や部活動を通して、協調性を養い、自分と他の人を
共に認め、共によりよい社会を築こうとする意欲を培います。
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地域貢献できる人材の育成

業
務
改
善

適切な勤務時間の奨励

職場環境の整備

基本的生活習慣の確立


